　履　　歴　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　年　　月　　日現在）
	 ふりがな
	学　　位

	 氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
	学士

修士

博士

	 　　　　年　　 月　　 日生（満　  歳）

 
	国籍
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	 ふりがな

	〒

 現住所



	電　話　　（　　　　　　　）　　　　　　－

メールアドレス


	(1)学　歴　　　(2)免許・学位　　　(3)職歴（海外留学・出張含む）　　　(4)賞罰等

	西暦
	年
	月
	日
	　　　　　　　　　　（１）学　　　　歴

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	業　　績
	　　　1．著述論文　　　　編　　　　　2．口頭発表　　　　編

　 　　　業績目録　　　　別紙


　　（注）書ききれない場合は、同様式により記入願います。

	(1)学　歴　　　(2)免許・学位　　　(3)職歴（海外留学・出張含む）　　　(4)賞罰等

	西暦
	年
	月
	日
	　　　　　　　　　　

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


№1

	　研 究 業 績 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　 印



	№
	著書・論文の標題

及び単著・共著の区分
	著者名
	 発行又は発表の

 年月日（西暦）
	 その他の書誌情報
	概　　　　　　　　要

（200字以内）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


研究業績書の作成について
１　専任教員の応募の際は全業績を記入して下さい。非常勤講師の際は、該当科目の　　

　関する業績を５編以内でご記入下さい。ただし、学会発表、卒業論文、修士論文の

　記載は不要です。
２　業績記入は最近のものから遡ってご記入下さい。原則として，著書、学術論文、

　その他の論文、報告書，辞書・辞典・事典、翻訳書の順に区分して適宜ご記入下さい。

　なお、作品や演技の発表等での業績については、記載項目の名称を含め適宜変更して

　ご記入下さい。
３　「著書・論文の標題，及び単著・編著・共著の区分」の欄には，単著，編著，

　あるいは共著を明記して下さい。論文等で共著者がいる場合は、共著者全員の氏名を

　「著者名」欄に記載順にご記入下さい。共著者が４名以上の場合には、３番目の氏名

　の後、「他」とご記入下さい。
４　「発行又は発表の 年月日（西暦）」の欄には、書籍の場合は発行所名をご記入下さい。
　編書中の論文の場合は掲載書名と頁範囲を，雑誌論文の場合は，雑誌名，巻，（号），

　頁範囲をご記入下さい。
５　「概要」欄には，200字以内で概要のほか，査読の有無，著者の役割分担を明記して

　下さい。
６　研究業績書作成の参考として，研究業績の見本例をご利用下さい。
№1
	
　研 究 業 績 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014年　10月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　久留米太郎　　　　　　　　 印



	№
	著書・論文の標題

及び単著・共著の区分
	著者名
	 発行又は発表の

 年月日（西暦）
	 その他の書誌情報
	概　　　　　　　　要

（200字以内）

	
	（著書）
	
	
	
	

	１


	久留米大学考（共著）
	久留米太郎

久留米花子
	2014年５月５日
	久留米大学出版会
250頁
	久留米大学の創設から現在までの・・・を考察した。第１章〜第５章を久留太郎が，第６章〜第10章を久留花子が担当した。

	
	学術論文
	
	
	
	

	２


	久留米の文化（単著）


	久留米太郎


	2014年５月
	久留米の文化研究，第２巻，10-25頁
	（査読あり）江戸時代から現代までの久留米文化の・・・を考察した。

	３


	久留米の歴史（共著）
	久留米太郎

久留米花子
筑後一郎他
	2013年５月
	久留米の歴史研究，２,10-25．
	（査読なし）江戸時代から現代までの久留米歴史の・・・を考察した。主として久留米太郎が執筆し，久留米花子と筑後一郎は主に資料の収集と整理を行なった。著者は第５執筆者。

	
	報告書
	
	
	
	

	４


	2013年の久留米（単著）
	久留米太郎
	2013年３月
	久留米文化歴史振興会
	久留米の文化や歴史に・・・2013年度の年次報告書である。

100頁

	
	辞書・辞典・事典
	
	
	
	

	５


	久留米花子編

久留米学辞典
	久留米太郎
	2013年５月
	久留米大学書店
	久留米に関する文化，歴史・・・を網羅した辞典。

全500項目中25項目を担当

	
	翻訳書
	
	
	
	

	６


	K. フクオカ

世界の中の久留米（編訳）
	久留米太郎
	2014年５月
	久留米大学書房
	世界における久留米の・・・を考察してある。

Kurume city in the world, 2012

A5　300頁　第１章、第５章〜第８章を担当


№1

	　学会及び社会における活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　 印



	№
	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





写　　真





　 1　縦　55㎜


　　  横　40㎜





　 2　本人単身


　　  胸から上





<記入例>








